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あ
き
る
野
市
出
身
の
板

橋
知
也
さ
ん
が
監
督
し
た

長
編
映
画
「
ひ
み
つ
き
ち

の
つ
く
り
か
た
」
が
、
7

月
18
日
～
26
日
に
川
口
で

開
か
れ
た
「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ

テ
ィ
国
際
Ｄ
シ
ネ
マ
映
画

祭
２
０
２
５
」
の
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
観
客
賞

を
受
賞
し
た
。

　

作
品
は
、
全
編
、
板
橋

さ
ん
が
幼
少
期
を
過
ご
し

た
あ
き
る
野
市
で
撮
影
を

敢
行
。
記
憶
の
断
片
を
拾

い
集
め
る
よ
う
に
自
身
の

原
風
景
を
切
り
取
り
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
で
あ
り
な
が

ら
、
見
る
者
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
を
強
く
刺
激
す
る
作

品
が
完
成
し
た
。

　

友
の
突
然
の
死
を
き
っ

か
け
に
再
会
し
た
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
人
生
を
歩
ん
で

き
た
初
老
の
男
性
４ 

人

が
、
少
年
時
代
に
夢
見
た

「
ひ
み
つ
き
ち
」
作
り
に

没
頭
す
る
物
語
。「
大
人

に
な
り
き
れ
な
か
っ
た
」

と
い
う
板
橋
さ
ん
が
自
身

の
内
面
を
4
人
の
登
場
人

物
に
投
影
し
、「
何
歳
に

な
っ
て
も
、
心
の
奥
底
に

宿
る
子
ど
も
の
側
面
」
と

い
う
普
遍
的
な
テ
ー
マ
に

挑
ん
だ
。

　

同
映
画
祭
審
査
員
の
ク

ー
ン
・
デ
・
ロ
ー
イ
さ
ん

は
「
丹
念
に
紡
が
れ
た
シ

ー
ン
と
せ
り
ふ
は
、
4 

人
の
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ

の
内
面
に
観
客
を
い
ざ
な

い
、
彼
ら
が
歩
ん
で
き
た

道
の
り
を
理
解
す
る
に
つ

れ
て
、
自
然
と
深
い
共
感

が
生
ま
れ
て
く
る
。
作
品

は
よ
り
多
く
の
人
々
に
見

て
い
た
だ
く
の
に
ふ
さ
わ

し
い
映
画
」と
評
価
し
た
。

　

板
橋
さ
ん
は
あ
き
る
野

市
で
生
ま
れ
育
ち
、
24
歳

ま
で
暮
ら
し
た
。
ロ
ケ
で

は
、
監
督
が
幼
少
の
頃
か

ら
過
ご
し
て
き
た
同
市
の

情
景
と
板
橋
さ
ん
の
実
家

や
祖
母
の
家
も
使
っ
た
。

　

東
放
学
園
映
画
専
門
学

校
映
画
制
作
科
（
現
東
放

学
園
映
画
ア
ニ
メ
Ｃ
Ｇ
専

門
学
校
）
を
卒
業
。
高
校

時
代
に
「
Ｗ
Ｅ  

Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
ト
ン
ボ
」
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
金
賞
、
世
界
絵
画
大

賞
展
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞

し
、映
画
の
道
へ
進
ん
だ
。

２
０
２
０
年
の
短
編
映
画

「
あ
る
母
」
は
、
門
真
国

際
映
画
祭 

２
０
２
０
最

優
秀
脚
本
賞
、
第
6
回
立

川
名
画
座
通
り
映
画
祭
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
け
る
な
ど

国
内
の
映
画
祭
で
高
い
評

価
を
得
て
き
た
。

　

板
橋
さ
ん
は
「
が
む
し

ゃ
ら
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
な
映
画
を
目
指
し

て
作
っ
た
作
品
。
投
票
に

よ
っ
て
選
ば
れ
る
観
客
賞

は
、
何
よ
り
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
証
し
。
そ
れ
だ
け

に
大
変
う
れ
し
い
。
楽
し

く
笑
え
る
作
品
だ
が
、
友

人
の
死
か
ら
始
ま
る
こ
の

物
語
は
、
人
生
や
死
生
観

を
少
し
重
ね
て
考
え
て
も

ら
え
る
よ
う
な
作
品
で
、

見
終
わ
っ
た
後
に
は
前
向

き
に
な
れ
る
希
望
に
満
ち

た
作
品
で
も
あ
る
」
と
紹

介
す
る
。

　

同
作
は
8 

月 

28 

日
ま

で
、下
北
沢
の
シ
モ
キ
タ
・

エ
キ
マ
エ
・
シ
ネ
マ
「
Ｋ

２
」（
世
田
谷
区
）で
上
映
。

　

板
橋
さ
ん
は
公
開
前
日

の
7
月
31
日
、
中
嶋
博
幸

あ
き
る
野
市
長
を
表
敬
訪

問
し
公
開
を
報
告
し
た
。

中嶋あきる野市長を表敬訪問した
板橋さん（左から 2 人目）

映画「ひみつきちのつくりかた」公開　

初老の男性 4 人が少年時代に夢見た「ひみつきち」作
りに没頭する物語（写真提供＝ emir heart Inc.　コピー
ライト：  2025 emir heart Inc.）

監
督
が
幼
少
期
過
ご
し
た

あ
き
る
野
で
全
編
ロ
ケ

　

御
岳
登
山
鉄
道
（
青
梅

市
御
岳
山
）
の
山
頂
近
く

の
大
展
望
台
休
憩
所
で
写

真
展
「
種
か
ら
魅
せ
る
！ 

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
」
が
開

か
れ
て
い
る
。
写
真
家
ま

え
の
か
つ
み
さ
ん
が
近
年

撮
り
た
め
た
30
点
を
展
示

す
る
。

　

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
は
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
。

７
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬

に
か
け
、
紫
が
か
っ
た
白

い
花
を
咲
か
せ
、「
夏
の

妖
精
」
と
も
言
わ
れ
る
。

御
岳
山
に
は
約
５
万
株
が

群
生
す
る
。

　

ま
え
の
さ
ん
は
御
岳
山

の
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
に
20

年
ほ
ど
前
に
出
合
い
、
一

目
惚
れ
。
翌
年
写
真
集
を

出
版
し
た
。
２
０
１
２ 

年
に
も
新
刊
の
レ
ン
ゲ
シ

ョ
ウ
マ
写
真
集
を
出
し
て

い
る
。

　

会
場
に
は
、
種
の
面
白

い
姿
を
は
じ
め
、
種
か
ら

芽
が
出
た
時
の
様
子
、
蕾

の
魅
力
、
雨
の
日
や
霧
の

日
の
魅
力
的
な
姿
な
ど
知

ら
れ
ざ
る
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ

マ
の
写
真
が
並
ぶ
。

　

開
催
時
間
は
10
時
～
15

時
。
８
月
30
日
ま
で
。
入

場
無
料
。

「種から魅せる！ 
レンゲショウマ」

御岳山でまえのかつみさんの写真展

御岳山のレンゲショウマ

羽村市が「子ども・若者アンケート」
「あなたは羽村が好きですか」

　

羽
村
市
は
小
学
生
か
ら

大
学
生
世
代
を
対
象
に
し

た
「
子
ど
も
・
若
者
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
羽
村
市
を

担
う
若
い
世
代
が
大
人
に

な
っ
た
時
も
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
第
6
次
羽
村
市
長
期

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
て
活
用
を

図
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
は

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
小
学
生
～
大
学
生
世
代

（
お
お
む
ね
22
歳
程
度
）

の
人
。
期
間
は
7
月
28
日

～
9
月
30
日
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
回
答
を
募

る
。

　

設
問
は
、「
あ
な
た
は

羽
村
が
好
き
で
す
か
」、

「
あ
な
た
は
今
ど
の
程
度

幸
せ
で
す
か
」、「
羽
村
市

外
に
住
ん
で
い
る
方
に
羽

村
市
を
勧
め
た
い
と
思
い

ま
す
か
」
に
つ
い
て
10
点

満
点
で
点
数
を
つ
け
て
も

ら
う
。

　

ま
た
、「
皆
さ
ん
が
大

人
に
な
っ
た
時
に
、
羽
村

市
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

で
あ
る
た
め
に
、
必
要
な

こ
と
、
ア
イ
デ
ア
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」
を
テ
ー
マ

に
自
由
記
載
で
希
望
を
問

う
。

　

同
市
は
多
摩
川
と
玉
川

上
水
が
流
れ
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
各

種
雑
誌
が
調
査
す
る
自
治

体
の
「
共
働
き
子
育
て
し

や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」

や
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
全
国
的
に
も
上
位

に
入
っ
て
い
る
。
魅
力
発

信
・
子
育
て
情
報
サ
イ
ト

の
「
羽
や
す
め
」
な
ど
を

通
し
、
情
報
発
信
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

福
生
市
が
管
理
す
る
茶

室
福
庵
（
福
生
市
熊
川
）

で
8
月
30
日
、
小
中
学
生

を
対
象
に
「
福
庵
へ
Ｇ

Ｏ
！
！ 

ふ
っ
さ
っ
子
集

ま
れ
！ 

わ
く
わ
く
体
験

空
間　

き
く
、
み
る
、
さ

わ
っ
て
か
ん
じ
る
箏
の
せ

か
い
！
」が
開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
、
和
の
空
間

で
、
箏
の
音
色
や
魅
力
を

間
近
で
楽
し
む
。
箏
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
若
手

の
箏
奏
者
と
し
て
知
ら
れ

る
同
市
出
身
の
和
楽
器
集

団
「
鳳ほ
お
す
う雛

」
所
属
の
城
戸

さ
く
ら
さ
ん
と
三
谷
夏
香

さ
ん
が
出
演
。曲
目
は「
茶

音
頭
（
古
曲
）」「
マ
イ
フ

ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
シ
ン
グ

ス
」「
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ

カ
リ
ビ
ア
ン
」。
箏
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
。

　

茶
室
福
庵
は
「
文
化
の

森
」
の
静
か
な
場
所
に
あ

る
純
和
風
の
建
物
。
茶
道

を
は
じ
め
、
俳
句
、
琴
、

華
道
、
会
議
な
ど
多
目
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

開
催
時
間
は
、
13
時
30

分
～
14
時
30
分
、
15
時
30

分
～
16
時
30
分
。
定
員
は

各
回
10
人
。
要
事
前
申
し

込
み
。

福生「茶室福庵」
で箏の世界を体験
小中学生対象に夏休みイベント


